








































































































































































破れ目からのぞいてみると、 「異類異形の鳶」が山伏の姿で現れていたことになっている。天狗は 空中を飛翔することから、鳶のイメージで捉えられることが多かったのである。一方、黙阿弥版では、消えた灯火の代わりに雪洞を持 てきた衣笠の侍女二人が部屋の中をのぞき、歌い踊る天狗を見て驚く。　
また、原作では「ある女房」が城入道（安達時顕）に報告し、






を歌舞伎化した松羽目物も存在する。 「土蜘」 「茨木」 「船弁慶」 「紅葉狩」の四作である。これらの他にも 怪異を描いた作品としては、 『平家物語』を原拠とした「戻橋」 そして民間伝承を原拠とした「一つ家」がある。





























れ替わる。しかし、胡蝶が姿を消 ことは謡われず、そのままシテの謡につながる。これが、 「土蜘」では、次 よう 描か る。　　　








































































































行う修法は降伏法であり、それぞれの明王を個別に祀って護摩修法を 場合 五壇 と言い 国家安穏を祈願するのが通常である。 ここでは、 個人の病気平癒であるにもかかわらず五壇法によって源頼光の病気平癒を祈念するという。確か 源頼光は朝家の守護をする武士団の棟梁であり、国家の重要人物ではあるものの、頼光宅で国家安穏の護摩を焚くという は大仰ではないだろうか。　
しかも、当初は五大明王を祀って五壇の護摩において修法する































知らぬといふに犹近附く 姿は蜘の如くにて、掛くるや千筋の絲筋に、五體を包み身を苦しむ。 （ト此内智籌巢を出す。 ）
　　　









らせたとされている。この土蜘蛛の逸話において土蜘蛛を切ったことから蜘蛛切に変わ が、その後も、他の逸話を受けて吠丸、薄緑と変化し 。この次第は、 『
平⑷
家物語』 （ 『屋代本平家物語』



















心得申して候。 （ト合方にな 、 ）
頼光
　










































































平盛衰記』 十七 「謀叛素懐を遂げざる事」 に、
「日本磐余彦尊の御宇四年己未の歳の春、紀伊国名草郡高野の林に土蜘蛛ありき。身短く手足長くして力人に勝れたり。皇化に従はざりければ官軍を差し遣して是を攻めけれども、誅する事能はず、 住吉大明神、 葛の網を結ひ 遂に覆ひ殺したまへり」 、 『太
⑹
平記』

































































































家物語』 （ 『屋代本平家物語』 『百二十句本平家





い土着の豪傑などに対する蔑称であった。中でも、奈良県の大和葛城山にいた土蜘蛛は、特によく知られている。神武天皇が土蜘蛛を捕え、 彼らの怨念が復活しな ように頭、 胴、 足を切断し、 別々に埋めたと う。　
土蜘蛛退治についても、謡曲では、葛城山の蜘蛛塚まで退治し









的であるゆえにリアリティが稀薄な表現をはっきりと具体的かつ明確にさせ、また不自然な部分を自然 形に修正してすっきりさせている。夢幻・幽玄からリアリズムへというのが、怪異の方向性であろう。（３） 「茨木」 「戻橋」　「茨木」 （明治
16年４月、新富座） 、 「戻橋」 （明治
23年
10月、歌舞
伎座） 、 「一つ家」 （明治
23年４月、市村座）は、 「新古演劇十種」の
一つである。　「茨木」と 戻橋 の原話は、 『平
⑺
家物語』剣の巻下にある渡辺
綱と一条戻橋に出現した鬼の茨木童子の話 。 だし 「戻橋」は全編が『平家物語』剣の巻下によるのに対して、 「茨木」の方は『平家物語』剣の巻下だけではなく、 そこから創作された謡曲「羅
⑻
生門」にもよっているところが大きい、と思われる　「戻橋」では、渡辺綱が鬼に遭遇し、鬼 腕を斬り落とす。この場面の舞台は一条戻橋であり、 『平家物語』 剣の巻下も舞台が 戻橋」でありストーリーの概要も似ていることから 「戻橋」の原作は『平家物語』剣の巻下であろう。　この後日談である「茨木」は、鬼が綱の乳母に化けてやってき



























拒否するが、 「茨木」では当初家来が伯母の頼みを拒否し、それ聞きつけた綱 さらに拒否するという展開 なって る。 の口説き文句も原作では、産れた時から大切に育ててここまで大成したのにという言い方が、遠路はるばる来たの とか血筋なのに、という言い方になって る。　
伯母を家に入れてから鬼の正体を現し腕を持って逃げる部分は、
「茨木」ではかなり詳細に描かれている。伯母の要望で綱が鬼の腕を取った経緯を話した後、綱が伯母に酒 勧め、伯母が酒を飲んだ後、今度は家来が伯母 舞を所望 。伯母は舞った後に鬼の腕を見せてくれ 。伯母は鬼の正体を現し腕を持って逃げるが、家来たちは怯えており、綱が家の外で と対決する。　
事細かにドラマ化することにより、鬼の恐ろしさが一層引き立








ては殺害して金品を奪って死骸を捨てていたが、その娘は母の悪行を悲しんでいた。ある時、巡礼の少年がやって来て、その少年を老婆が泊めて殺害しようとする。しかし、老婆の娘は、少年に好意 抱き、少年を助ける。老婆は娘のために極悪非道をなしていたと怒り、娘をなぐり殺そうとするが、そ 時、少年が姿 現して観音菩薩の姿となり老婆を諭し、老婆は改心して自らの罪業を償うために池に身を投げる。しか 、この一連 物語は佐渡七という男が、国芳の描いた一つ家の額を見てい うちに居眠りしてみた夢だった という落ちに る。　『
上⑽
野浅草むかし話』によれば、旅人は自ら浅茅ヶ原にある一
件のあばら家を見つけ 宿泊を願 出るという形で描かれ、黙阿弥版に登場するあばら家へと導 てわけまえにあずかる二人の男は登場しない。また、 老婆は旅人を殺害して死体を近くの池 （姥ヶ池）に捨てていたというが、これも黙阿弥版では 骸 野中に埋めてしまうとなっており、異なっている。　
浅草観音が変化した旅の美しい少年は、黙阿弥版では都より心
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